
〔
短

報

藩
境
絵
菌
作
製
の
失
敢
倒
に
つ
い
て

l
i
l
佐

嘉

-

大

村

藩

の

場

合

i
i

古

敏

朗

賀

ま

え

が

き

か
ね
て
か
ら
藩
境
標
識
、
港
境
紛
争
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
筆
者
は
、
持
潜
境

絵
図
及
び
そ
の
裏
書
証
文
を
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
し
て
き
た
。
佐
嘉
・
大

村
審
境
の
神
六
に
か
け
る
藩
境
塚
群
の
設
置
場
所
と
、
御
境
絵
図
に
記
録
さ
れ

た
塚
の
間
痛
と
が
大
き
く
喰
い
違
っ
て
い
る
こ
と
が
、
絵
図
作
製
の
八

O
年
後

に
判
明
し
た
の

K
、

両
藩
は
そ
の
間
違
い
の
原
国
を
追
究
す
る
こ
と
も
な
く
、

あ
わ
た
だ
し
く
測
量
を
や

P
直
し
て
訂
正
の
附
属
文
書
を
作
製
交
換
し
、

問
題

を
解
決
す
る
と
い
う
奇
怪
な
事
件
の
記
録
を
発
見
し
て
、
そ
の
原
因
の
追
究
を

試
み
、
充
分
に
解
明
で
き
る
資
料
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
発
表
(1)
し
た
が
、
投
稿
後

二
年
の
間
氏
傍
証
と
す
る
に
足
る
他
の
地
区
の
藩
境
紛
争
の
資
料
を
数
点
得
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
稿
を
改
め
て
こ
の
問
題
を
論
じ
て
み
た
い
。

佐
嘉
藩
と
大
村
藩
の
関
係

源
頼
朝
か
ら
肥
前
園
藤
津
・
彼
杵
二
郡
の
地
頭
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
来
の
名

家
大
村
家
は
、
戦
国
大
名
と
し
て
も
生
き
残
h
y
、

西
肥
前

K
武
威
を
振
る
っ
た

が
龍
造
寺
隆
信
に
圧
迫
さ
れ
、

一
時
隷
属
せ
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
が
、

豊
臣
秀

吉
の
島
津
征
伐
に
従
っ
て
天
正
一
五
年
(
一
五
八
七
)
領
土
を
安
堵
さ
れ
、
曲
隠

造
土
守
氏
の
跡
を
つ
い
だ
鍋
島
氏
と
藩
境
を
接
し
て
徳
川
時
代
三
百
年
を
過
ご
し

た
。
両
葱
の
藩
境
に
は
不
ハ
オ
明
個
所
、
地
理
的
に
不
自
然
左
個
所
が
あ
る
上
、

語
造
寺
氏
に
領
土
を
奪
わ
れ
て
弱
少
化
し
た
と
い
う
大
村
側
の
反
感
も
あ
ず
か

つ
て
、
徳
川
初
期
か
ら
末
期
ま
で
遣
境
、
海
境
、
漁
業
権
等
で
、
佐
嘉
藩
と
の

間
に
数
限
り
左
〈
紛
争
を
繰
り
返
し
そ
。

大
村
藩
領
北
部
L
-
佐
嘉
審
領
を
結
ぶ
重
要
道
路
は
、
嬉
野
1

武
雄

市
西
川
登

I
i
波
佐
見
、
有
国

1

1
波
佐
見
を
結
ぶ
道
路
で
あ
っ
セ
へ
図

l
)
。

彼
杵
、

こ
れ
ら
の
道
路
の
藩
境
近
く
に
は
佐
嘉
蓉
側
で
は
俵
坂
、
神
六
、

口
留
番
所
が
設
け
ら
れ
、

戸
矢
の
各

こ
の
番
弔

D
近
，
¥
の
蕃
境
に
は
い
ず
れ
も
藩
境
塚
が

築
か
れ
て
い
て
、

か
つ
て
の
藩
境
紛
争
を
し

O
ば
ぜ
る
。

神
六
の
蓉
境
近
く
は
小
峠
を
乏
し
て
道
路
の
両
側
か
ら
山
が
ぜ
ま
っ
て
な

19
、

藩
境
を
決
定
す
る
に
は
都
合

D
良
い
場
所
の
よ
う
に
見
え
る
が

- 13ー

こ
の
よ
う
念

地
形
は
軍
事
的
に
も
重
要
で
る

79
、
僅
少
。
土
地
を
め
ぐ
っ
て
変
々
紛
争
を
繰

り
返

l
、
最
終
的
に
両
藩
合
意
。
上
で
一
容
境
が
決
定
し
て
藩
境
塚
が
築
か
れ
、

御
境
絵
図
が
交
換
さ
れ
た
の
は
そ
喝
七
年

で
あ
る
。

(
一
七
八
七
)

藩境

一一一一長暗街道
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絵
図
す
)
裏
書
証
文
之
覚

佐
嘉
御
領
杵
鳴
郡
武
雄
六
村
与
、
大
村
領
後
件
郡
波
佐
見
村
境
目
之
儀
、

双
方
よ

b
年
来
相
論
侯
ニ
付
、
享
保
五
子
年
:
:
:
・
:
立
会
遂
熟
談
、
右
之

場
所
双
方
ニ
塚
を
築
、
其
間
論
所
ニ
〆
差
置
、
互
ニ
手
懸
仕
間
鋪
旨
申
極
・
:

:
・
今
度
場
所
御
立
会
御
熟
談
之
上
、
絵
図
赤
白
筋
引
之
通
境
自
信
極
、
塚
数

拾
弐
ッ
、
内
紡
塚
二
一
ッ
、
内
壱
ッ
上
ニ
境
石
摺
立
、
佐
嘉
御
領
塚
四
y

、
十
ヘ

村
領
塚
五
ッ
、
壱
ッ
越
ニ
築
之
、
委
細
絵
図
直
ニ
記
之
、
双
方
為
取
替
申
候
、

尤
、
右
塚
椙
損
侯
節
者
、
以
御
立
会
修
補
相
加
可
申
候
、
然
よ
者
、
到
後
々

年
少
茂
違
変
之
儀
有
之
問
鋪
侯
、
為
後
一
証
絵
図
裏
書
如
件
、

天
明
七
年
八
月
廿
五
日

波
佐
見
村
境
目
付
百
姓

折
右
衛
門
(
印
)

i
E
k
 

h
N
j
h
タ
J

米
女

有
国
郷
大
庄
麗

十
勝
山
覚
左
衛
門
毅

外
多
数

奥
書

花
押

(
四
名
)

藩
役
人

署
名

奥
書

藩
重
役

花
押

(
三
名
)

署
名

事
保
五
年
(
一
七
二

O
)
か
ら
エ
人
明
ま
で
六
(
)
足
以
上
も
中
立
地
帯
と
し
て

残
し
、

双
方
の
利
用
を
禁
止
し
て
い
た
地
区
の
境
界
問
題
が
経
決
し
た
の
で
あ

る
か
ら
、

こ
の
時
の
御
境
絵
図
に
記
入
さ
れ
た
塚
間
距
離
は
正
確
も
も
も
の
で
あ

る
、
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
図
2
の
上
段
。
数
字
法
、
こ
の
時
作
製

さ
れ
た
御
境
絵
図
医
書
き
込
ま
れ
た
間
一
尺
数
を
警
明
し
竺
も
心
で
あ
ご
む
。

絵
図
寸
法
の
訂
正
文
書

天
明
の
新
藩
境
塚
を
十
時
藩
役
人
立
ち
会
い
で
築
き
、

御
境
絵
図
を
取
り
誉
し

た
と
と
で
、
神
六
の
藩
境
問
題
は
全
て
解
決
し
た
も
の
と
な
は
考
え
だ
が
、
次

の
帳
面
を
一
読
し
た
と
き
、
患
い
も
よ
ら
め
記
録
。
内
容
に
笹
然
と
し
た
c

佐
嘉
御
領
神
六
村
与
大
村
領
上
波
佐
見
付
御
境
筋
塚
よ
里
塚
之
胡
数
帳
(
三
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佐
嘉
御
領
袖
付
六
村
与
大
村
領
上
波
佐
見
村
御
境
、

牛
七
年
御
双
方
部
和
談
之
上
、

御
境
塚
筋
一
一
一
ッ
丸
五
ッ
角
四
ッ
都
而
拾
弐
築
立
、
絵
図
重
訳
書
を
以
錦
町
引
替
相

成
居
候
処
、
当
時
現
塚
壱
退
ニ
相
成
居
、
且
又
、
塚
よ

b
塚
之
間
数
、
先
年

御
取
替
之
絵
図
面
ニ
寮
々
相
違
有
之
、
何
比
よ
り
右
塚
閣
逢
与
相
成
居
侯
哉

不
指
分
、
一
一
拝
御
境
筋
出
入
ニ
者
、
不
相
拘
儀
ニ
侯
得
共
、
其
億
差
置
侯
有

者
、
後
々
御
互
ニ
疑
惑
之
筋
ニ
付
、
御
双
方
立
会
ニ
ア
m
I
H
一塚、

掬
又
、
塚
よ

り
塚
之
間
数
絵
図
面
与
現
地
之
違
目
、
取
調
子
候
処
左
之
通
、

附
リ
、
曲
尺
六
尺
五
寸
を
壱
間
ニ
〆
、
士
宮
尺
者
六
寸
五
分
之
積
り
、

こ
の
間
数
帳
を
整
理
し
て
み
る
と
図

2
の
下
設
。
数
と
な
る
か
、

!
y
}
/

、
に
自

惹
〈
部
分
を
書
き
出
せ
ば
、

一
、
四
番
丸
塚
(
間
数
は
五
番
塚
と
の
聞
を
一
ポ
す
、

以
下
回
同
じ
筆
法
)

此
間
絵
図
面
三
二
拾
五
間
弐
口
八
与
書
載
相
成
君
侯
得
共
、

現
地
三
拾
六
間

壱
尺
五
寸
有
之
候
、

比
四
番
よ
り
五
番
之
閥
、

過
塚
壱
ァ
有
之
侯
得
共
、

御
申
合
を
以
此
節
取
除
不
及
、
其
億
致
置
候

て

六

番

丸

塚

此
間
絵
図
面
ニ
拾
四
関
与
書
載
棺
成
属
候
得
共
、

現
地
三
拾
五
間
七
尺
有

之
候
、

一
、
拾
壱
番
丸
塚

此
間
絵
図
面
三
ニ
拾
五
間
壱
尺
与
書
載
相
成
居
候
得
共
、
現
地
弐

尺
有
之
侯
、

慶
応
四
年
辰
四
月
廿
五
日

現
地
の
実
測
と
疑
問
点

図
2
の
上
投
下
段
の
間
数
を
比
べ
て
み
る
と
分
る
よ
う
に
、

四

そ
の
間
数
の
余

り
の
違
い

K
驚
い
て
神
六
の
現
地
?
に
飛
ん
で
調
査
し
て
み
た
。
当
時
の
道
路
を

拡
張
し
て
作
っ
た
現
在
の
県
道
。
南
側
は
、
自
国
地
で
あ
っ

f
、
塚
は
一
個
も
残
っ

て
い
左
い
。
北
側
は
急
斜
蛮
の
山
援
で
、
八
番
塚
か
ら
拾
弐
番
塚
ま
で
五
塚
が

全
部
残
っ
て
い
る
。

に
、
一
ロ
司
さ
五

0

1
一
O
Cセ
ン

チ

一
辺
約
一
七

0
セ
ン
チ
角
に
築
か
れ
た
三
段
の
石
垣
。
上

-
1
E
0
セ
ン
チ
角
の
石
柱
、
あ

唱

し勺

は
細
長
ν、
自
色ξ

丸、¥、¥、石
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こ
の
現
存
し
て
い
る
八
番
塚
か
ら
拾
弐
番
塚
ま
で
の
塚
間
距
離
を
実
測
し
て

み
る
と
、
慶
応
の
記
録
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
て
、
慶
応
の
記
録
の
正
し
い
こ
と

が
A

か
っ
た
が
、
念
の
た
め
実
測
距
離
を
基
準
と
し
て
天
明
、
慶
応
の
一
間
を
逆

算
し
て
み
る
と
、
表
ー
の
よ
う

K
左
り
、
数
的
に
慶
応
の
記
録
。
正
し
い
こ
と

が
は
っ
き
り
す
る
。

押11.86 

1.90 

天明・慶応の 1間の換算表

!換算天明の 1問

押11.08 

2.66 

離

押1

距

37.8 

53.3 

表 1

浪日i実
12番塚-11番塚|

If 

間

- 10 

塚

" 11 押Z

1.86 

押t

1.29 

m 

34.9 If 9 " 10 押1押1押t

?η 

っ
て
無
意
味
念
作
業
と
左
る
か
ら
、
動
か

全
長
に
が
い
て
天
明
絵
図
は
二
七
三
間

一
ロ
へ
、
慶
応
記
録
は
二
七
八
間
五
尺
五
寸

1.90 

と
念

-P
、
約
六
間
の
誤
差
(
二
・
二
帰
)

山
腹
の
急
斜
面
、

八

O
年

を
生
ず
る
が
、

聞
の
土
地
の
凹
凸
の
変
化
、
水
縄
、

尺
枝

の
使
い
方
等
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

と
の

押1

位
の
差
が
生
じ
た
の
は
止
む
を
得
左
い
だ

2.15 

ろ
う
。
問
題

K
な
る
の
は
、
各
塚
間
距
離

κ
な
い
て
差
が
余
り
に
も
大
き
く
、
簡
単

に
測
量
の
間
違
い
と
は
考
え
ら
れ
左
い
点

押1

で
あ
り
、

そ
の
個
所
が
一
一
個
所
の
塚
問

の
過
半
数
を
占
め
る
六
個
所
に
も
及
ん
で

38.6 

い
る
と
と
で
あ
る
。

" 

両
藩
役
人
立
ち
会
い
で
築
い
た
塚
で
あ

る
か
ら
、
両
藩
の
外
交
関
係
を
考
え
る
と

8 

ひ
そ
か
に
前
後

K
移
動
さ
せ
る
ζ

と
は
不

可
能
で
あ
る
し
、

左
右

K
動
か
し
て
も

F 

「
御
境
筋
出
入
ニ
者
、

不
相
拘
儀
」
と
左

9 

す
必
要
な
ど
あ
る
わ
け
が
な
い
。
塚
が
動
か
せ
狗
と
す
る
と
、
絵
図
面
の
記
入

間
数
が
最
初
か
ら
狂
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
四
番
塚
と
五
番
塚
の

間
に
過
塚
が
存
在
す
る
の
は
、
立
ち
会
い
の
上
で
築
い
た
塚
で
は
勿
論
あ
る
ま

い
。
何
故
、

こ
ん
な
ζ

と

K
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

五

、

康

国

の

追

及

享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
以
来
六

0
年
間
も
中
立
地
帯
と
し
て
残
さ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
紛
争
地
帯
を
、

や
っ
と
合
意
し
て
の
分
割
で
あ
る
。

双
方
役
人
立

ち
会
い
で
地
形
を
見
な
が
ら
紡
塚
、
佐
嘉
領
塚
、
大
村
領
塚
を
築
く
位
置

K
ま

ず
木
杭
を
打
ち
、
間
隔
を
計
っ
て
下
絵
図
を
作
製
し
た
菩
で
る
る
。
間
隔
を
間

違
え
る
等
と
い
う
ζ

と
は
有
り
得
念
い
っ
そ
れ
な
の
に
、

絵
習
の
記
録
と
現
物

の
間
隔
が
違
っ
て
い
た
所

K
問
題
が
あ
る
。

図
2

D
上
設
下
段
の
数
字
を
比
較
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
写
書
で
番
塚
よ

- 16ー

り
六
番
塚
ま
で
は
山
腹
も
平
地
も
良
〈
間
数
が
合
っ
て
い
る
の
に
、

七
番
塚
よ

h
y
拾
弐
番
塚
ま
で
は
全
部
が
か
念
り
の
違
い
を
示
し
て
い
る
こ
と
、

即
ち
、
六

番
塚
を
境
い
と
し
て
左
右
が
全
く
違
っ
た
傾
向
を
示
し
て
阿
る
。
②
七
番
家
は

重
要
な
基
準
に
な
る
肪
塚
で
道
路
脇
に
あ
り
、

立
ち
会
い
役
人
も
主
と
し
て
こ

。
道
路
上

K
居
た
と
患
わ
れ
る
の
に
、
六
番
塚
と
の
間
痛
が
極
端
な
違
い
を
示

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
の
注
目
す
べ
き
七
番
塚
、
六
番
塚
を
中
心
に
し
て
図

2
を
眺
め
て
い
る
う

ち
、
六
番
塚
か
ら
拾
弐
番
塚
ま
で
の
塚
間
距
離
を
絵
図
面
に
転
記
す
る
と
き
、

ず
ら
し
て
誤
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
左
い
か
、

と
の
疑
問
を
待
っ
た
。
図

3

の
点
線
の
如
く
上
段
下
段
の
数
字
を
斜
に
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
間
尺
数
は
ほ

ぼ
一
致
し
て
、
最
大
の
差
の
あ
る
場
明
で
も
三
・
五
d

初
で
あ
る
。
慶
応
の
測
量

は
念
入
タ
に
や
っ
て
h

る
の
で
、

か
え
っ
て
誤
差
の
数
字
は
大
き
〈
あ
ら
わ
れ



る
か
ら
、
安
全
に
一
致
す
る
数
字
と
考
え
て
良
い
。

塚
間
距
離
は
正
確
に
下
絵
図
に
記
録
さ
れ
た
の
に
、
外
交
文
書
で
あ
る
裏
書一

証
文
付
御
境
絵
図
は
、
間
違
っ
た
間
尺
数
を
記
入
し
た
も
の
が
交
換
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
正
副
四
つ
の
絵
図
が
皆
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
絵
図
方
役
人

の
何
か
の
手
違
い
!

十
「
桧
図
か
ら
本
絵
図
に
間
尺
数
を
転
記
す
る
時
の
読
み

合
せ
で
勘
違
い
が
な
き
、

ず
ら
し
て
誤
記
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
、

と
考
え
る
以

外
に
説
明
で
き
左
い
。

と
の
よ
う
に
重
要
な
記
録
を
同
じ
よ
う
な
勘
違
い
で
作

製
し
、
問
題
を
な
こ
し
た
例
が
る
る
。

五
島
藩
と
平
戸
藩
が
共
同
管
理
し
て
、
物
成
を
一
対
三
の
割
合
で
分
割
し
て

い
る
土
地
(
三
方
領
)
が
あ
る
が
、
平
戸
藩
が
五
島
藩
領
の
島
を
三
方
領
と
感

違
い
し
て
、
元
禄
一
二
年
(
一
六
九
九
)
五
島
藩
に
無
断
で
測
量
す
る
と
い
う
、

主
権
侵
害
を
な
ζ

し
て
五
島
藩
か
ら
抗
議
を
受
け
た
。

44) 

五
島
藩
よ
り
平
戸
藩
へ
の
書
簡

御
返
答
ニ
申
来
侯
ハ
、
正
保
四
年
縄
張
之
帳
面
ニ
、
四
歩
一
嶋
と
御

座
候
へ
共
、
手
前
ニ
有
之
侯
ハ
写
ニ
て
御
座
候
、
本
書
見
合
追
而
可
被
申
越

由
、
其
後
書
状
を
以
被
申
越
侯
ハ
、

四
歩
一
嶋
と
は
本
書
ニ
無
之
侯
問
、
(
五

島
藩
の
)
源
之
丞
覚
之
通
ニ
而
可
有
御
座
、

と
ば
か
り
申
参
侯
・........•.. 

と
の
事
件
は
明
ら
か
に
、

平
戸
藩
絵
図
方
、

記
録
方
役
人
の
勘
違
い
の
誤
記

か
ら
な
き
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
左
い
。

佐
嘉
藩
と
麿
津
濠
境
の
、
笹
原
峠
の
藩
境
石
を
絵
図
で
調
べ
た
と
こ
ろ
が
、

正
徳
三
・
四
年
(
一
七
一
四
・
五
)
享
保
初
期
(
一
七
一

0
年
代
)
の
多
久
家

(5)
の
御
境
絵
図
す
)
に
は
自
然
石
の
境
石
が
量
一
園
か
れ
て
い
る
。
嘉
永
六
年
(
一
八

ナ

)

日

の
佐
嘉
藩
の
多
久
郷
図
に
は

9
形
の
自
然
石
が
書
か
れ
て
い
る
。
然

五
二
)

る

K
、
天
保
二
年
(
一
八
一
九
)
頃
作
製
と
准
定
さ
れ
る
唐
津
領
内
図
(
佐
嘉

藩
写
)
す
)
に
は
、
角
柱
の
藩
境
石
が
書
か
れ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
麿
津
領

内
図
が
間
違
っ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
作
図
者
が
標
識
の
形
を
想
像
で
画
く

と
い
う
、
作
図
の
基
本
を
無
視
し
た
結
果
の
失
敗
か
、
佐
嘉
藩
絵
図
方
役
人
が

写
図
し
た
と
き
の
写
し
違
い
か
、

い
ず
れ
か
で
あ
る
。

神
六
の
御
境
絵
図
の
場
合
も
、
余
h
y
w
h
も
初
歩
的
念
央
散
の
た
め
監
督
者
に

も
、
裏
書
し
た
数
十
人
の
誰
に
も
気
付
か
れ
ず
に
交
換
さ
れ
支

D
で
あ
る
。

四
番
塚
は
大
村
藩
、

五
番
塚
は
佐
嘉
藩
が
築
い
た
δ
に
そ
。
間
に
過
塚
が
あ

る。

ζ

の
謎
を
解
く
参
考
に
在
る
向
日
い
例
が
る
る
。

神
六
の
場
合
と
全
〈
同
じ
よ
う
左
経
過
で
佐
嘉
蕃
と
平
戸
蓬
が
「
其
間
互
ニ

相
論
侯
処
、
今
度
遂
和
談
、
立
会
致
見
A
心
境
印
塚
一
二
拾
九
ヶ
所
」
を
築
い
て
新

境
界
が
決
定
し
た
際
の
、
一
享
保
一
七
年
二
七
三
二
)
作
製
の
裏
書
証
文
付
絵

図
す
)
が
あ
る
が
、
こ
の
絵
図
に
は
佐
嘉
藩
の
旧
主
張
線
、
平
戸
藩
の
旧
王
張
線

と
共
に
、
新
境
界
線
が
赤
白
線
で
書
か
れ
て
い
る
。
新
境
界
線
と
主
張
線
と
が

交
わ
る
と
こ
ろ
に
、
偶
然
か
も
知
れ
念
h

が
境
塚
が
築
か
れ
て
い
る
。
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神
六
の
新
境
界
線
が
佐
嘉
主
張
線
、

大
村
主
張
線
と
交
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
旧

下
役
、
庄
皇
、
村
役
人
、
人
夫
達
は

境
塚
が
築
か
れ
て
い
た
と
す
る
左
ら
ば
、

塚
は
多
い
方
が
誠
一
境
紛
争
が
な
き
に
く
く
て
良
い
、
と
考
え
て
塚
の
取
り
徐
き

を
中
止
し
た
と
老
え
ら
れ
る
。

当
時
、
神
六
近
〈
の
大
野
原
古
河
原
で
大
村
藩
の
一
百
姓
の
、
藩
境
線
を
越
え

て
の
馬
車
盗
伐
か
ら
両
葱
最
大
の
藩
境
紛
争
が
が
こ
っ
て
を
り
、

そ
れ
を
見
聞

し
て
い
る
彼
等
が
気
を
き
か
せ
て
旧
塚
を
残
し
た
と
し
て
も
、
責
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
監
督
の
任
に
あ
る
上
役
が
塚
を
撤
去
さ
せ
る
か
、

旧
塚
が
一
つ
残

っ
て
い
る
こ
と
を
記
録
し
て
が
く
べ
き
だ
っ
た
。
そ
れ
を
怠
っ
た
ζ

と
が
過
塚

の
存
在
と
、
塚
間
距
離
の
間
違
っ
た
記
載
と
の
聞
に
重
要
左
関
係
が
あ
る
か
の



如
く
誤
解
さ
れ
、
後
年
問
題
を
不
思
議
念
も
の
に
思
わ
せ
た
の
で
あ
る
。

全
て
は
荷
藩
主
席
立
会
役
の
怠
慢
と
断
定
せ
ざ
る
を
得
左
い
。

藩
と
明
治
維
新

と
の
事
件
よ

b
僅
か
に
八
年
前
の
万
延
一
元
年
(
一
八
六

O
)
、

/、
町.

両
藩
の
他
の

地
区
で
藩
境
塚
の
紛
失
事
件
が
か
き
た
が
、
簡
単
に
解
決
し
た
記
録
が
あ
る
愈
po

数
年
の
間

K
、
何
が
ζ

れ
程
両
港
の
態
度
を
変
化
さ
せ
た
の
か
。

慶
応
四
年
正
月
三
日
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
が
な
こ
っ
た
さ
い
、

大
村
蓉
は
官
軍

と
し
て
大
津
に
出
兵
し
て
い
る
。

一
O
B
K
は
徳
川
慶
喜
追
討
令
が
出
さ
れ
、

旧
幕
領
は
新
政
府
の
直
轄
地
と
す
る
こ
と
に
念
h
ノ
、
早
〈
も
一
一
四
日

K
は
長
崎

奉
行
河
津
祐
邦
は
任
地
を
地
棄
し
て
海
路
江
戸
へ
逃
げ
帰
り
、
筑
前
・
土
佐
・

護
摩
・
佐
嘉
・
大
村
、
外
西
南
各
藩
は
長
崎
奉
行
所
を
収
め
て
長
崎
会
議
所
と

称
し
て
事
務
を
取
り
、
一
八
日
に
は
そ
の
旨
長
崎
港
の
諸
外
国
領
事
に
通
知
し

て
い
る

g一
ャ
大
村
藩
が
小
藩
と
は
い
え
官
軍
と
し
て
、
当
時
九
州
第
一
の
重
要

左
役
所
で
あ
っ
た
長
崎
会
議
所
に
委
員
を
出
し
、

つ
い
で
長
崎
を
重
視
し
た
新

政
府
が
九
州
鎮
撫
総
督
を
長
崎
に
な
い
党
時
、
藩
主
大
村
純
配
…
は
長
崎
取
締
、

2
 

蕃
土
楠
本
平
之
丞
は
総
督
参
謀
と
念
っ
た
。
こ
の
地
位

K
よ
っ
て
日
本
の
現

状
ゃ
、
海
外
の
動
向
の
情
報
を
豊
富
に
得
て
、
大
村
藩
主
脳
は
日
本
が
如
何
在

る
道
を
た
ど
る
か
を
分
析
し
、
政
変
に
生
き
残
る
た
め
に
全
力
を
投
入
し
て
い

た
筈
で
あ
る
。
西
国
の
小
藩
と
し
て
唯
一
の
生
き
残
る
方
法
で
み
判
る
。

一
方
佐
嘉
藩
に
な
い
て
は
、
藩
主
鍋
島
直
正
は
若
く
し
て
西
洋
文
明
を
取
り

入
れ
て
軍
事
、
経
済
の
改
革
を
行
い
、
国
産
初
の
蒸
気
船
を
造
り
、
自
藩
鋳
造

の
鉄
製
砲
で
長
崎
港
を
防
備
す
る
等
、

親
幕
的
で
時
勢
の
流
れ

K
乗
れ
ず

g、
日
本
最
強
の
軍
備
を
誇
っ
た
が
、

常
に

そ
れ

K
不
満
念
勤
皇
派
の
武
士
の
内
、

長
崎
の
英
学
塾
に
学
ん
で
い
た
大
隈
重
信
・
副
島
種
臣
は
由
理
応
三
年
三
月
、

崎
よ
り
京
都
へ
脱
藩
し
て
活
躍
し
た
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
大
勝
し
た
新
政
府
は

四
年
二
月
、
佐
嘉
審
に
北
陸
送
の
先
鋒
を
命
じ
て
強
力
な
佐
嘉
藩
の
武
力
を
利

三
月
に
は
直
正
は
議
定

K
、
副
怠
聞
は
参
与
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

用
し
よ
う
と
し
、

大
隈
は
参
与
戟
外
盟
事
務
局
判
事
と
し
て
長
崎
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
長
崎
の

j

守
)

外
交
を
牛
耳
っ
か

両
藩
共
情
報
を
豊
富
に
得
る

K
函
ら
ぬ
立
場
に
あ
っ
た
が
、

時
勢
。
流
れ
と

国
家
の
変
遷
1

1
政
体
書
制
定
(
副
島
種
臣
記
草
)
、

版
籍
奉
還
、

康
問
藩
置
沼
市

等
を
予
見
で
き
た
両
薄
暗
の
武
士
連
が
果
し
て
何
人
居
た
で
あ
ろ
う
か
。

徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
が
江
戸
に
伝
え
ら
れ
た
時
、

ほ
ん
の
一
部
。
指
導
者

を
除
く
幕
臣
の
大
部
分
は
、
只
自
己
の
俸
様
の
減
る
の
を
気
づ
か
っ
た
に
過
ぎ

な
か
っ
た
守
口
)
の
と
は
逆
に
、
将
軍
に
代
っ
て
天
皇
が
親
政
し
え
時
、
蕃
が
F

一畳一く

な
る
と
考
え
る
ど
こ
ろ
か
、
幕
領
と
佐
官
存
藩
領
が
没
収
さ
れ
て
、
戦
後
。
論
功

- 18ー

行
賞
が
行
わ
れ
る
際

K
、
王
政
復
古
に
尽
く
し
だ
藩
の
功
績
の
程
度
に
よ
り
封

土
が
拡
大
さ
れ
る
も
の
と
考
え
、
そ
れ
に
伴
う
自
己
の
栄
達
を
夢
見
交
者
が
殆

ど
全
て
お
)
で
は
左
か
っ
た
ろ
う
か
。
荷
藩
の
指
導
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
ま
ず
、

「
藩
」
以
上
の
考
え

K
達
す
る
者
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
の
封
土
の
拡
大
を
期
待
し
た
選
重
役
か
ら

現
在
の
封
土
で
る
る
藩
領
域

の
再
点
検
を
命
ぜ
ら
れ
た
御
境
目
方
役
人
が
、
神
六
の
御
境
絵
圏
を
片
手
に
検

査
し
た
結
果
、

思
い
も
か
け
ぬ
絵
図
と
現
塚
の
寸
法
の
違
い
を
発
見
し
て
驚
き
、

報
告
を
受
け
た
藩
重
役
は
、
維
新
の
動
乱
期
の
た
め
に
原
因
を
追
求
す
る
時
間

的
余
裕
は
左
〈
、
藩
境
の
確
認
は
急
務
で
は
あ
夕
、

大
る
わ
て
で
商
務
談
合
。

う
え
訂
正
文
書
を
作
製
し
、

そ
の
交
換
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
合
意

し
た
に
違
い
な
い
、

と
私
は
思
考
す
る
。

長

七

カi

き

あ

と



佐
嘉
藩
と
↓
八
一
村
藩
の
、
慶
応
四
年
の
藩
境
絵
図
の
詔
違
い
問
題
を
追
究
し
て

い
る
う
ち
に
、
手
書
彩
色
で
尺
寸
ま
で
記
入
し
た
丁
寧
在
絵
図
に
も
、
多
く
D

間
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
絵
図
を
売
る
場
合

K
注
意
せ
ね
ば
念
ら
ぬ
点

で
あ
る
。

薩
長
に
喰
ら
ず
、

百
草
諸
藩
の
指
導
者
や
重
役
。
多
く
φ
勤
皇
討
幕
に
つ
い

て
の
本
音
ば
、

エ
人
ヨ
一
重
親
政
。
実
現
よ
り
も
、
論
功
行
賞
に
よ
り
境
、
心
を
持
っ
て

い
た
心
で
は
あ
る
ま
凶
か
、
と

D
疑
問
が
私
。
考
え
か
ら
消
え
乏
凶
。

j主
主

古
賀
敏
朗
「
佐
嘉
大
村
藩
境
の
神
六
一
潜
境
塚
の
謎

西
日
本
文
化

口
下子

一
九
七
六

z 
主

長
崎
県
立
図
書
館
蔵

z 
松
浦
史
料
等
物
館
蔵

主

佐
嘉
護
家
老
大
配
介
二
一
七

O
C石

笹
原
峠
は
多
久
預
実
に
あ
る

b 

多
久
市
立
盟
書
館
蔵

ナ
)
す
)

佐
賀
県
立
ヨ
書
館
蔵

す

平
戸
領
志
佐
田
野
宗
村
と
佐
賀
領
筋
絵
図

松
浦
史
料
博
物
館
蔵

3 

為
取
誉
一
一
札
井
塚
帳

長
崎
県
立
図
書
館
蔵

l! 

大
仏
次
郊
『
一
六
皇
の
世
一
期
』
朝
日
新
閣
社

一
九
亡
二

九
巻
]
年
表

1J:g 

瀬
戸
臨
時
一
部
『
長
崎
県
の
喧
史
』
山
川
出
版

プL

七

一
一
一
八
真

城
島
正
洋
『
佐
賀
県
の
摩
史
』
山
川
出
版

一
九
七
二

一
六

O
一良

8B  

滝
口
康
彦
『
佐
賀
県
歴
史
散
歩
』
創
元
社

一
九
七
三

一
八
五
頁

小
西
四
郎
『
日
本
の
歴
史
』

一
九
巻

中
央
公
論
社
一
九
六
六

四
人

O
頁

E 

井
上
清
『
日
本
の
歴
史
』

二

O
巻

中
央
公
論
社

一
九
六
六

一
五
八
頁

〔
文
献
紹
介
〕

谷

間

武

雄

著

聖
徳
太
子
の
携
一
京
石

「
ほ
う
じ
同
し
一
と
い
う
名
称
を
謁
く
コ
江
久
し
h
o

筆
者
(
沼
介
者
)
が

そ
れ
を
表
切
に
喝
〕
ハ
モ

σ
は
、
落
か
一
九
四
七
五

hu
麦、

著
者
一
合
間
宅
生
。
撞

保
川
・
夢
前
川
・
市
川
流
域
。
条
里
調
査
に
田
三
及
活
一
回
政
義
氏
と
両
行
し
た
際

で
あ
っ
え
っ
そ
の
f

頃、

筆
者
は
ま
芝
山
ι
理
学
一
を
専
，
攻
し
よ
う
と
し
て
h

た
学
生

で
ち
る
。
条
里
遺
者
。
汗
一
陥
の
畦
砕
を
品
、
ダ
き
で
か
ら
、

著
者
か
ら
努
一
ボ
石
の
説

鳴
を
い
ろ
い
ろ
こ
即
時
同
モ
コ
そ
れ
か
-
つ
ぶ
や
三
、

乏
に
士
る
コ
そ
う
時

D
著
者

い
か
紹
介
者
で
あ
J
4
h
v

筆
一
者
に
哲
史
地
理
学
~
っ
一
つ
ふ
，
壱
努
を
示
し
て
下
さ
っ
た
。

ム
寸
も
乏
し
り

13
士
山
J
J

著
者
。
孜
々
1

二
し
た
立
一
元
町
考
芝
、

-19ー

工

不

ル

ギ

ン

ユ

念
行
動
、
そ
れ
に
古
代
世
界
へ
心
室
景
は
深
〈
、
〔
ず
析
は
明
噺
で
あ
り
、
そ
。

方
去
は
精
綾
で
手
際
良
い
J

そ
れ
ら
に
替
ぜ
ら
れ
4
7
J
は
筆
者
だ
け
で
は
乏
か

ろ
一
う
。
著
者
。
数
多
h

著
書
が
、
そ
れ
ら
を
初
語
る
が
、

本
書
も
ま
だ
そ
心
一

つ
で
あ
る
一
J

ふ一心
M
U

ず
れ
心
百
h
J
笠
間
河
川
一
て
一
一
六
月
三

一
木
知
。
古
代
世

)
め
て
も

界
へ
こ
誘
わ
れ
る
で
あ
J

ろ
う
ご
若
苔
ペ
一
調
査
一
K
P
A
w

て
常
に
紙
七
心
笠
立
患
を
払

'-f' 

一
木
一
豆
、

限

vノ
を
山
古
代
へ
の
苫
?
を
求
め
る
c

同
党
結
引
の
石
氏
至
る
主
で
、

と
れ
か
本
書
で
あ
る
。

一
つ
一
心
石
が
三
れ
程
J
Z
で
に
古
代
世
界
を
要
望
す
る

レ
ン
ズ
の
役
割
を
果
す
と
は
わ
れ
わ
れ
は
想
像
も
し
な
か
ヲ
た
。
ま
ざ
し
〈
和

三

O
年
に
し

て
一
つ
の
著
者
に
集
大
成
す
る
と
い
う
著
者
。
慎
重
な
態
度
に
も
好
意
が
も
て

製
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
で
あ
J

る
。
そ
の
石
に
題
、
心
を
抱
い
て
か
ら
、

ヴ
心
。

著
者
の
携
一
否
。
心
多
は
、

主
宰
刊
に
も
十
八
雪
な
刺
載
を
与
え
た
。
筆
者
は
卒
業




